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１．ＪＡほこたの概要

名　　　称 ： ほこた農業協同組合

代表理事組合長 ： 長峰　茂通

所在地（本店） ： 茨城県鉾田市安房１６５４番地３

総資産 ： 42,893 百万円

自己資本額 ： 3,027 百万円

（うち出資金） ： 1,112 百万円

組合員数 ： 正組合員 2,897 人

： 准組合員 821 人

： 合     計 3,718 人

役員数 ： 31 名

職員数 ： 正職員 77 人

： 臨時・嘱託職員 43 人

合    計 120 人



２．金融再生法開示債権（単体）
（単位：万円）

債権区分 令和元年７月末 平成31年１月末 増　　　　減

破産更正債権及び　こ
れらに準ずる債権

583 587 ▲ 4

危　　険　　債　　権 1,169 3,046 ▲ 1,877

要　管　理　債　権 - - -

正　　常　　債　　権 503,333 472,130 31,203

合　　　　　計 505,086 475,763 29,323

（１）　破産更正債権及びこれらに準ずる債権

（２）　危険債権

（３）　要管理債権

（４）　正常債権

３．単体自己資本比率（新ＢＩＳ基準適用）

20.70% 20.81%

（注）　債権額は、貸出金・信用未収利息等、信用事業総与信額（要管理債権
は貸出金のみ）を対象として開示しています。なお、各債権の定義は以下の通
りです。

　法的破産等による経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれら
に準ずる貸出債権

　経営破綻の状態にはないが、財政状況の悪化等により元本および利息の回
収ができない可能性の高い債権

　３ヶ月以上延滞貸出債権および貸出条件緩和債権

　上記以外の債権

令和元年７月末 平成３１年１月末



４．主要勘定の状況
（単位；万円）

貯　　金

貸 出 金

預    金

有価証券

５．有価証券等時価情報

【有価証券】
（単位；万円）

取得価額 時  価 評価損益 取得価額 時  価 評価損益

売  買  目  的 - - - - - -

満期保有目的 - - - - - -

そ    の    他 40,000 42,675 2,675 40,000 41,001 1,001

合　　　　　 計 40,000 42,675 2,675 40,000 41,001 1,001

１．７月末の有価証券の時価は７月末日における市場価格等に基づく時価としています。
２．取得価額は償却原価法適用前、減損処理前のものです。

　 ６．地域貢献活動

①

②

　当組合は、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて、事業活
動を展開しています。

また、ＪＡの総合事業をつうじて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協同
組合として、農業や助けあいを通じた社会貢献に努めています。」

組合員をはじめ地域住民の方々へ定期貯金などの商品の他に懸賞品付定期貯金などを提供
しております。

地域からの資金調達の状況

　

地域貢献の全般に関する事項

種類
令和元年７月末 平成３１年１月末

「当組合は、鉾田市の一部（旧鉾田町・大洋村）を事業区域として、農業者を中心とした地域住
民の方々が組合員となって、相互扶助（お互いに助け合い、お互いに発展していくこと）を共通の
理念として運営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。

当組合の資金は、その大半が組合員の皆さまなどからお預かりした、大切な財産である「貯
金」を源泉としております。当組合では資金を必要とする組合員の皆さま方や、地方公共団体な
どにもご利用いただいております。

30,205

平成３１年１月末

3,639,050

475,081

平成３０年７月末

3,670,000

459,614

3,262,614

42,675

3,184,494

令和元年７月末

3,835,378

504,505

3,372,564

41,001



③

主な資金

④

 　　　 Ｊ  Ａ  ほ　こ　た 

ほこた農業協同組合

〒３１１－１５０４ 茨城県鉾田市安房１６５４番地３
　 　
電話　　０２９１－３３－５３４１
ＦＡＸ　　０２９１－３３－６６７０
ホームページアドレス
http://www.ja-hokota.or.jp

令和元年８月発行

　当ＪＡは、地域社会とのふれあいを大切に豊かな社会づくりを展開しております。また、地域社
会の一員として地域住民とのふれあいと地域の発展のため活動を行っています。主な活動は、
学校給食への地元農産物の提供に係る支援、農業体験学習の実施、地域行事への参加、地域
小学校へ帽子の寄贈、社会福祉協議会へ寄付、年金相談会の開催、絵や作文のコンクールを
開催、サッカー教室の開催等です。
また、利用者ネットワーク化として、年金友の会(グラウンドゴルフ大会の開催等)等を行っていま
す。
　さらに、地域社会へ情報提供として、組合員だより等のＪＡ広報誌の発行、インターネットやＦＡ
Ｘ等を通じた、組合員等利用者への情報提供を行っています。

 ・新認定農業者育成特別資金
 ・農業経営拡大資金

　

文化的・社会的貢献に関する事項

　組合員、地方公共団体などに資金ニーズにあった貸付を行っております。地域住民の方々へ
直接的、間接的に資金供給を行っています。また、制度資金として、長期、低利な農業近代化資
金や農業経営の維持安定や生産物の拡大を図るための農業者への支援資金として、農業経営
拡大資金などがあります。

 ・農業近代化資金

地域への資金供給の状況

http://www.ja-hokota.or.jp/#

